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表 1. 遮蔽関数の係数 
 i  i  
Coulombポテンシャル 1.0 0.0 
Moliereポテンシャル 0.35, 0.55, 0.10 0.3, 1.2, 6.0 
Universalポテンシャル 0.1818, 0.5099, 0.2802, 0.02817 3.20, 0.9423, 0.4029, 0.2016 





































 図1は原子スケールにおける衝突の様子を示している。標的となる原子 2（質量 M2 , 電
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2.3. 原子衝突における軌道解析 
 ラザフォード散乱における散乱軌道はオイラー法を用いて運動方程式を数値的に解くこ














































































 最近接距離と散乱角計算では、図 3 に示すように入射粒子のエネルギーと元素名、標的
原子の元素名、計算を行う最大の衝突径数、原子間ポテンシャルを選択することによって、
最近接距離と散乱角の衝突径数依存性のグラフを表示する。 









図 4. 散乱軌道を計算表示する Javaアプレット。1keV Heが衝突径数 0.02 nm
で Si 原子に散乱されている時の散乱軌道。原子間ポテンシャルとしては
Coulombポテンシャルを用いて計算している。 
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